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9月
11月（予定）
定例議会を傍聴♪

浦臼町・役場　行政センター 深川市・日の出会館

議員席に座って、
町長へ一般質問♪

�®�\ �r �‹ �^ �q �¯

小学４年生の
今後の予定

7月17日 「こども議会」に向けて、小学４年生への授業

7月25日 空知議員研修会 7月29日 北空知議員研修会

町長へ一般質問♪

みんなで、
傍聴に行こう♪

�›�›���¹ 　1956年、北竜町生まれ。
元・十勝総合振興局長、北海道農政部長

�$�{���è�8 　1956年、北見市生まれ。
北海道総合政策部 地域主権 局長

�"�•��
³
$ 　1951年生まれ。
元・鳥取県知事、慶大教授

�•�{���¯
É 　1948年生まれ。
元・民主党事務局長、評論家

札幌コンベンションセンター

◎誠実な片山氏、辛口な伊藤氏と個性あふれる分析に最後まで引き込まれました。

◎毎年恒例の３つの研修で、４人の講演を聞いてきました。

�²	E�½�t�‰�T�•�h�^�q�³役場の職員と意見交換するだけの議会はダメだ。
何よりも、見ていてツマラナイ（笑）。議場で町民も発言する場を作るべき。
�²�¬�Ì�q�³決める前に町民から意見を聴くのが公聴会だ。報告会ではダメ。
�²�)�%�%�³反対だけではなくTPPを制限する条例を町議会が決めておくべき。

�²�†
�
S�V�w�R�æ�P�‰�³ ①もしアベノミク
スが失速したら。②ＴＰＰの聖域は、無理。
③安定政権は、内部抗争が起こりやすい。

�²�¡	ý�w�q�³ 口先でのし上がったやつは、
口先でコケる。参議院選挙は、７議席か？

�²�®�“	-
M��̄w�q	Ý�³北海道は特
区として成果もある。しかし11
県の知事が反対するなど厳しい。
�²�®�“	-
M��̄w�]�J�³①国、道、町
の権限の分け方が整理されてい
ない。②「国から地方へ移るの
は権限だけではなくて、国が抱
えている膨大な借金も」、であ
ったとしたら地方は納得しない。

�²���w�ö�À
S�f���G	O�:�³ ①輸出、
②加工販売、③農地の基盤整備。
しかし、これらは北海道には違和
感がある。それでも活用できる予
算は積極的に活用しよう。
�²�)�%�%�x�ø�÷�D�t�>�£�³ブルネイ
会議で基本合意がされるのだから、
そこに集中して議論すべき。北海
道の要望を、国に伝えよう。

6月27日 北海道町村議会議員研修会

　

昨
年
十
二
月
の
定
例
議

会
で
の
中
村
保
夫
議
員
の
一

般
質
問
「
小
学
校
議
会
を
開

催
し
て
は
ど
う
か
」
が
、
実

現
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
は
提
案
を
受

け
、
単
な
る
一
回
き
り
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
終
わ
ら
な

い
よ
う
に
、
前
段
に
「
議
員

か
ら
議
会
に
つ
い
て
の
説
明
」

と
「
議
会
へ
出
向
い
て
の
傍

聴
」
も
加
え
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
説
明
す
る
授
業
を

行
い
ま
し
た
。
小
学
四
年
生

が
知
っ
て
い
る
言
葉
だ
け
で

「
条
例
」
や
「
傍
聴
」
な
ど

を
説
明
す
る
の
は
難
し
い
の

で
す
が
、
今
の
沼
田
小
学
校

の
四
年
生
は
、
と
て
も
積
極

的
か
つ
好
奇
心
に
あ
ふ
れ
て

い
て
、
と
て
も
有
意
義
な
授

業
が
で
き
ま
し
た
。

　

十
一
月
に
予
定
し
て
い
る

「
こ
ど
も
議
会
」
が
と
て
も
楽

し
み
に
な
っ
て
き
ま
し
た
♪
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■
決
ま
る
前
の
議
論
の
一
部

神
副
町
長
　

指
定
管
理
者

を
募
集
し
た
と

こ
ろ
、
四
社
か
ら
問
い
合
わ
せ

が
あ
り
、
実
際
に
申
し
込
ん
で

来
た
の
は
シ
ダ
ッ
ク
ス
の
み
。

　

管
理
料
は
、
い
く

ら
払
う
の
か
。

神
副
町
長
　

指
定
管
理
料

は
三
千
万
円
ま

で
払
う
こ
と
が
で
き
る
条
件
を

付
け
た
。
ち
な
み
に
、
昨
年
の

赤
字
は
四
千
万
円
。　

五
年
ご

と
に
契
約
を
更
新
す
る
。

　

今
ま
で
働
い
て
き

た
職
員
か
ら
「
ク
ビ

に
さ
れ
る
」
と
い
う
声
を
聴
い

て
い
る
が
。

神
副
町
長
　
「
今
後
の
管

理
を
す
る
の
は

民
間
だ
か
ら
」
と

職
員
に
説
明
し
て

い
る
が
、
管
理
者

に
お
願
い
す
る
こ

と
は
す
る
。

　

指
定
管
理
者
の
選

定
委
員
は
誰
か
。

神
副
町
長
　

委
員
長
は

私
。
委
員
は
、

郷
古
・
社
会
福
祉
協
議
会
会

長
、
吉
住
・
商
工
会
会
長
、
村

椿
・
信
金
支
店
長
、
生
沼
・
教

育
長
、横
山
・
政
策
推
進
室
長
。

　

ほ
た
る
館
の
壁
な

ど
が
壊
れ
た
場
合
の

修
理
の
経
費
は
誰
が
持
つ
の
か
。

神
副
町
長
　

指
定
管
理
は

運
営
部
分
。
施

設
の
維
持
は
町
。
今
後
は
指
定

管
理
者
か
ら
設
備
投
資
の
提
案

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

懇
談
会
で
「
沼
田

厚
生
病
院
は
こ
の
ま

ま
で
は
今
後
、
毎
年
ご
と
に
二

億
円
の
赤
字
が
出
る
が
、
入
院

で
き
な
い
診
療
所
に
す
れ
ば
赤

字
は
四
千
二
百
万
円
に
抑
え
ら

れ
る
」
と
説
明
し
て
い
た
が
、

信
ぴ
ょ
う
性
は
あ
る
の
か
。

　

た
と
え
ば
昨
年
度

の
秩
父
別
町
の
診
療

所
の
赤
字
は
一
千
万
円
で
、
妹

背
牛
町
は
二
千
八
百
万
円
だ
。

ベ
ッ
ド
を
無
く
す
だ
け
で
赤
字

の
軽
減
が
で
き
る
。

　

ベ
ッ
ド
を
無
く
す

た
め
の
対
策
と
し
て

「
小
規
模
・
多
機
能
・
居
宅
介

護
事
業
所
」
を
新
設
す
る
計
画

だ
が
、
そ
こ
を
き
め
細
や
か
に

体
制
作
り
す
る
の
が
重
要
だ
。

　

今
後
、
要
介
護
は

増
え
る
が
、
ど
の
度

数
の
介
護
が
増
え
る
の
か
分
か

ら
な
い
。
増
え
て
ゆ
く
介
護
に

応
じ
た
対
応
と
、
色
々
な
パ
タ

ー
ン
に
対
応
で
き
る
体
制
を
作

る
。

　
「
終
末
介
護
」
は

町
長
の
提
案
で
ほ
ぼ

良
い
が
、「
終
末
医
療
」
は
さ

ら
に
対
策
を
考
え
る
べ
き
だ
。

　

こ
れ
か
ら
施
設
の

新
築
な
ど
に
着
手
す

る
過
渡
期
に
医
療
難
民
を
出
さ

な
い
工
夫
が
必
要
。
町
民
の
医

療
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
き
め
細

や
か
な
対
応
を
し
て
ほ
し
い
。

町が主催した『医療・福祉の懇談会』が７月までに11会場
で行われた。それを受け、さらに議会でも議論が継続中。病院

　町などが、公の施設の管理を
行わせるために、期間を定めて
指定する株式会社などの団体。
　この制度により、サービスの
向上や経費の削減などの利益が
期待される。
　しかし、この制度は委託や譲
渡ではない。だから、本来の所
有者であり利用者である町民の
チェック制度をきちんと機能さ
せる必要がある。

指定管理者（してい・かんりしゃ）

４月から民間のシダックスが指定管理者となった。そ
の決定までには議会でも活発な議論が繰り広げられた。ほたる館

 全議員が参加して１年半以上に渡って、沼田町の未来を総合的に調査し、議論をしています。
その結論をまとめた『意見書』を９月の定例議会に出すにあたり、議論の一部を紹介します。

まちづくり調査特別委員会

ほたる館は、町民の大切な財産だ。

議会と町長との意見交換。
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「
議
会
広
報
」

二
〇
一
三
年
八
月
八
日
発
行　

発
行
者　

沼
田
町
議
会　
〒
０
７
８
―
２
２
０
２　

北
海
道
雨
竜
郡
沼
田
町　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
６
４
―

３
５
―

２
１
１
７

　今年度４月26日の北いぶき農協通常総代会、
およびその後の臨時理事会において代表理事専
務の重責を担うこととなりました。常に農家の
気持ちを忘れず、少しずつではありますが、着
実に歩みを進めていきたいと考えています。
　先日、訪問した関東、関西の米卸業者の「北
海道米」に対する評価は、３、４年前とは格段
に高くなっており、品質面において他府県米と
逆転した感を強く感じたところです。
　この評価に甘んじることなく、さらに高い目
標を持ち続けることができる組織づくりを継続
していきます。
　さらにAコープ店舗を含めた沼田支所庁舎
の建て替えの構想がありますが、生産者のみな
らず地域全体のご意見を聞きながら、町全体が
生き生きとするような〝地域に根ざした農協〟
を目標に、努力をさせていただく所存です。

JA北いぶき代表理事専務　黒 田 洋 一

広
報
特
別
委
員

中
村
保
夫
　
長
原
　
誠

鵜
野
範
之
　
久
保
元
宏

　

今
年
も
、
猛
暑
が
続
き
豊
作

基
調
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
、
農
業
機
械
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ

を
搭
載
し
通
信
末
端
か
ら
位
置

情
報
や
稼
動
機
情
報
を
遠
隔
管

理
セ
ン
タ
ー
に
送
り
、
稼
動
状

況
や
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
把
握

す
る
。
さ
ら
に
、
パ
ソ
コ
ン
な

ど
か
ら
も
毎
日
の
農
作
業
を
入

力
し
、
栽
培
実
績
デ
ー
タ
の
記

録
、圃
場
ご
と
の
生
産
性
分
析
、

次
年
度
の
栽
培
計
画
な
ど
が
行

え
る
。

　

こ
れ
は
農
業
生
産
性
、〝
経

営
の
見
え
る
化
〞
で
あ
る
。
具

体
的
に
は
燃
料
、
肥
料
、
収
穫

量
な
ど
の
デ
ー
タ
を
連
携
し
、

生
産
の
バ
ラ
ツ
キ
や
コ
ス
ト
の

無
駄
を
低
減
さ
せ
、
さ
ら
に
品

質
、
収
量
に
対
し
て
的
確
な
情

報
や
、
営
農
指
導
に
つ
な
げ
様

と
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
こ
れ
を
便
利
と
考
え

る
か
。

　

長
年
の
経
験
と
知
恵
と
い
う

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
は
「
勘
」
と

い
う
思
考
回
路
も
有
る
。

　

不
確
定
で
は
あ
る
が
、
大
切

な
判
断
で
も
あ
る
と
思
う
。

あ
と
が
き

　

元
町
議
の
久
保
寛
（
七
十
九

歳
）
さ
ん
が
五
月
十
四
日
、
旭

日
双
光
章
を
叙
勲
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

寛
「
か
つ
て
戦
時
中
に
軍
国
少

年
だ
っ
た
私
が
、
ま
さ
か
天
皇

に
拝
謁
す
る
立
場
に
な
る
と
は

思
わ
な
か
っ
た
で
す
。」

　

議
員
を
八
期
三
十
二
年
務
め

る
の
は
大
変
で
し
た
ね
。

寛
「
議
員
を
務
め
る
と
は
、
単

な
る
就
職
と
は
違
う
か
ら
ね
ぇ
。

多
く
の
人
の
声
に
耳
を
傾
け
、

そ
れ
を
具
体
化
し
た
結
果
だ
か

ら
、
そ
の
声
を
発
し
て
く
れ
た

町
民
に
感
謝
し
ま
す
。」

　

多
く
の
方
が
、
お
祝
い
を
し

て
く
れ
ま
し
た
ね
。

寛
「
恐
縮
で
す
。
お
世
話
に
な

っ
た
方
々
に
は
久
し
ぶ
り
に
祝

賀
会
で
会
え
て
、楽
し
か
っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
み
ん
な
と
一
緒

に
酒
を
呑
ん
だ
り
、
カ
ラ
オ
ケ

を
し
た
い
ね
♪
」

　

こ
れ
か
ら
も
、
元
気
で
ご
活

躍
願
い
ま
す
。

寛
「
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
、
夜
遊
び
を
少
し
減

ら
し
ま
す（
笑
）。」

久
保
寛
・
元
議
員
、
叙
勲

地域に根ざした
 農協運営

　

釧
路
町
広
報
編
集
特
別
委
員

会
が
七
月
二
日
来
町
し
沼
田
町

議
会
広
報
「
み
ん
な
の
議
会
」

の
研
修
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

読
ん
で
も
ら
え
る
広
報
誌
を

目
指
し
、

私
達
も
努

力
し
て
い

き
た
い
で

す
。

議会を語る坂本弘行さん（左）と久保寛さん

広報誌、作成の説明をする

JAヨーロッパ研修

釧
路
町
議
会

広
報
委
員
会
が
来
町


